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 要  旨 
 本研究は、カーバッテリーから供給される直流単電源 12V を直流±30V へ変換し車載オーディ
オアンプへ供給する DC-DC コンバータ電源をディジタル制御することによって高性能化、小形




ディジタル制御器は DSP に実装して実現する。使用する DSP は従来のマイコン等より演算性












小さく抑える DC-DC コンバータを実現することができる。 
設計・製作した DC-DC コンバータを用いて実験をし、その性能を２つの観点から評価した。1
つは定常時のある出力電圧から別のある値までのステップ応答を観測し、この立上がり時間を指
標として制御帯域を評価する。もう 1 つはオーディオアンプの可聴周波数帯域内で任意の周波
数・振幅の正弦波を増幅し、この時の DC-DC コンバータの出力電圧変動幅を測定して耐外乱特
性を評価する。これらの評価の結果、近似的２自由度制御法によって従来の PI 制御より、十分な
制御帯域が得られ、十分に出力電圧変動を抑えることができるロバストで小形な制御器を実現で
きることを確認している。 
